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PAC95 が 5 月 1 日(月)から 5 日(金)までの 5

日間，米国テキサス州ダラス， Hyatt Regency 

Hotel で開催された。ダラスは，米国では比較的

治安の良い町で，米国中南部を代表する務用都市

の一つであるO しかし，関西国際空港からダラス

への交通の便が悪く，米国国内で幾度か飛行機の

乗り継ぎを行い， 20 時間ほど要してダラスヘ到

着した。 PAC のような大規模な国際会議では様々

な国から多くの研究者が参加する。できるだけ簡

単にアクセスできるような場所に会議場を設けて

ほしかった。今回の会議でポスターセッションの

発表辞退が多かったようであるが，この交通の便

の悪さもその一国であるかもしれない。

今回の会議は Particle Accelerator Conference 

(PAC) と International Conference on High伽

Energy Accelerators (ICHEA) のジョイント会

議であり，粒子加速器に関わる広範囲の報告がな

された。ここに著者が報告するものはこの会議に

て見関したことの一部であり，著者の理解した範

囲で記したものなので，正確さを欠いているかも

しれない。いずれ，会議で報告された内容をまと

めた Proceedings が刊行されるので，具体的，正

確な内容はそちらを参考にしていただきたい。

会議が米国での開催ということもあり，放射光

関連の報告ではアルゴンヌ研究所で建設が進めら

れている 7GeV放射光施設 APS に関するものが

多かった。 5 月 1 日の Opening session では APS

の現状報告があった。 APS では11慎調に線形加速

器，シンクロトロン等の入射器のコミッショニン

グが終了し，蓄積リングへのどーム入射が開始さ

れた。

“HIGH ENERGY ACCELERA TOR BEAM 

DYNAMICS" のセッションではイタリア， トリエ

ステにある 2GeV放射光蓄積リング ELLETTRA

の縦方向マルチパンチ不安定性の対処法に関する

報告があった。 ELLETTRA の中にある 4 台の高

周波加速空踊に対して，高次モード周波数の温度

依存をあらかじめ測定しておき，専用のビームラ

インを用いて不安定性を観測する。不安定性が成

長してくるようであれば，個々の空腕の冷却水を

調整することによって空胴温度を変化させ，不安

定性が成長する周波数に震ならないよう高次モ…

ド周波数を調整している O ただし，このフィード

パックはアクティブなものではない。

“SYNCHROTRON LIGHT SOURCES" セッ

ションで主な放射光施設の報告がなされた o

ESRF では運転時間の 90%以上がユーザに利用

されている O リングの全パケットに電子を入れる

マルチパンチモードはパンチ間結合不安定性によっ

てビームが不安定になるため， 1/3 フィル 300 パ

ンチモードで運転している O その結果，蓄積電流

値は 150mA に達成している。また，エミッタン

スも設計値の 10%結合 7nmrad を達成している。

韓国の Pohang (浦項)で建設されている 2GeV

放射光リングも順調に立ち上がり，昨年 10 月に

102mA のピーム電流が蓄積され，今年の秋から

本格的に稼働するようであるO また，このセッショ

ンでは自由電子レーザ (FEL) の建設，および計

画も報告された。特にナノメータ領域の短波長

FEL を建設しようとしている研究所が多かったO

SLAC では線形加速器を用いて X 線領域の FEL

を計顕している。これは自発騒射の自己増幅過程
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を利用したものである。ドイツの DESY 研究所

では超伝導加速空腕による 1GeV ゼームを用

いた， シング、ノレパス FEL (波長 6nm) を計画し

ている。イタリアの ELLETTRA でも入射器用線

形加速器を用いて， 2-"250μm の高輝度 FEL 光

源を建設する予定である O シンクロトロン放射光

の供給を開始した光源加速器をもっ施設拡軒並み，

次のスチップとして FEL計画を打ち出していた O

“ LEPTON COLLIDERS" のセッションでは最

先端の電子加速器の報告がなされた。欧州

CERN 研究所の LEP ， Cornell 大学の CESR ，

Stanford 大学の PEPII ，高エネノレギー研究所の

KEKB などの電子陽電子高エネノレギーコライダー

に関する現状報告および将来計画が報告された。

なかで、も Stanford メ津の PEPII や，高エネルギー

研究所の KEKB で行われようとしている B ファ

クトリー計画には大きく興味をそそられた。電子

陽電子衝突用蓄積リングのうち，電子リングのエ

ネルギー{農は SPring-8 とほぼ同じ (KEKB : 8 

Ge V , PEPII : 9Ge V) であるが，蓄積電流値は

SPring-8 (100mA) のほぼ 10 倍 (KEKB: 1.1A, 

PEPII : 1.48A) である。当然，加速空腕の高次

モードと電子パンチの結合による不安定性は大き

くなるため，空胴の形状がいままで使用されてき

たものとは異なる。 PEPII では 476MHz リエン

トラント型空腕に高次モードをダンプする構造を

持たせたものが用いられるO 空胴内閣にはカップ

ラ…やチューナーに用いられるものとは別に穴が

設けられている。高次モードとのカップリングが
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大きくなるように，この穴の位置，大きさは決定

されていて，不安定性を誘起する高次モードはこ

の穴から外部へ引き出される。一方， KEKB で

はチョーク構造を持つ常伝導空胴と高次モードを

ダンプ。する構造を持つ超伝導空洞の艮&D が報告

された。チョークモード空胴は空胴外局部にチョー

ク構造を持たせることにより加速モードのみ空胴

内部に捕捉させ，高次モードを空胴内部で共振さ

せないようにしたものである。超伝導空胴はベノレ

型構造をしているが空艇に直結するビームパイプ

径を大きくして高次モードが空洞外部へ漏れ出す

ようにしである。そして， このビームノマイプの内

壁に張り付けた高周波吸収体で高次モードを吸収

する。これらの空胴はいずれも，大電力用フ。ロト

機が製作され，今後テストされるようである。

“ RF POWER SOURCES AND CA VITIES" 

のセッションでは全体的に超伝導空澗に関する報

告が多かった。 CERN， CEBAF, DESY の各研

究所および， Cornell 大学で超伝導空腕の開発が

行われている o CERN研究所の LEP-廷では Q 値

が 3.4 X 109，加速電圧が 6MV/m の超伝導空胴を

開発しているが，性能を満足する空胴出来高は

65%程度だそうである o Cornell 大学の CESR リ

ングでは 4.5-6MV/m の加速電場を持つ超伝導空

胴を用いて 220mA のビームを蓄積している O

これらの研究は槻す劫謎器の高度化(低エミッ

タンス化，電流増強)にも賞献することになるで

あろうと感じたO
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